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資料窒

前編に続いて資料室在庫の抄録誌について紹介いた

しましょう.

高です.欲を言えば月刊にし各号に索引があれば

上々です.

15)珊i皿e蝸1ogi6a1Abs㍍割6t5:M三nera1ogica1societyof

���物�楮慮�楮敲��楣��捩整�晁浥物�

(London)発行:季刊:26.5x20cm,100p.前後(英文)

(第1･2図)

これは日本を含む24ヶ国の専門家24人と共同して上記

2協会が運営している抄録誌です.第1図に示すよう

な項目分類のもとに1冊1,200前後の論文が取り扱われ

鉱物学分野での専門抄録誌としては世界唯一のものでし

ょう.抄録文の内容は十分にチェックし練られてい

るように思われまた抄録語数も最大280語と一応妥当

荏線と言えましょう.抄録者55名中の日本人専門家7

名というのは国別比率でイギリスとアメリカを除けば最

�久���������

16)06eanicAbst胴6ts(wi地i皿伽xeg):Po11utionab_

stractsInc.(U.S-A.):隔月刊:28.5×21c皿,250P.前後

(英文)(第2･3図)

1976年で第13巻に入った抄録誌で第3図に掲げる項

目分類に従って全世界の海洋学･海洋地質学から海洋生

物学･海洋国際法学など海洋に関わりあるすべての分野

の論文を各冊1,000編(単行本も含む)程度取り扱って

います.その中で地球科学に属するのは大体各冊200

編前後で抄録語数は多いもので240語前後です.索

引が通巻番号を付して人名別･一連番号(キｰワｰド)

別に作製されコンピュｰタ検索も配慮しであることは

行きとどいた編集といえましょう.世界の現状では海

洋に関する文献の各内容を把握するのにもっとも使いや

すい鍵となる抄録誌としておすすめできます.

第1図“Minera1og三｡a1Abstracts"の分類項目と抄録者

第2図�
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17)neer-SeaResearch,06ea皿｡graPhi6Aもs虹a6ts

anaO㏄副m馴a曲ic温i阯iogr叩hy:発行Pergamon

Press(Oxford,NewYork,Paris,Frankfurt):隔月刊:

25.5×15.5cm,150p.前後(英文)(第2図)

これは1954年から出版され始めた抄録誌であり文献

目録誌です.隔月刊ということで前月入手文献に関

するものを第1部後月分を第2部として2部に分け

各部の前半は文献目録として抄録せず後半に抄録した

文献とその抄録を列記した変ったスタイルをとっていま

す.採用した文献は雑誌Deep-SeaResearchに限定

したものではありません.Physica1oceanography

��楣���湯杲慰�卵��楮敧���慮摧��

��楣��楮�整�����漱�楣���湯杲慰�

Genera1oceanographyの分野の論文を凡世界的に求め

取り扱っています.前述の｢OceanicAbstracts｣に較

べると自然科学の対象として海を扱った論文に限った

抄録誌といえましょう.扱い論文数は1,700編前後

抄録語数は最大360語程度です.人名索引カミ付されて

います.事項索引はありませんが項目の細分化が行

たわれていますので間に合うようです.

centre壬｡rna七ural,mathematica1andsocia1sciences

(So丘a):半年刊:28.5×20.5cm,35p.前後(英文)(第

4･5図)

ブルガリアの専門家がブルガリアの地質･地理分野に

関して研究･発表した論文を英文で抄録した抄録誌です.

ブルガリアでの関係研究の内容を知るためには非常に有

効たものと言えます.この抄録誌でみるとブルガリ

アでは16種の地質･地理関係の学術雑誌が出版されてお

りその一部しか我が国に入ってきていない現状を補っ

てくれるものです･取り扱い方としては第5図に示す

ような項目で分類し抄録論文数は年間200～220抄録

語数は最大700語程度と詳しい抄録をしているのが特徴

です.なおタイプ印刷であるためか読み難いのは

欠点です.しかし人名索引と項目索引は要領よく付

してあります.

19)Ab8t岬･t･･f趾bli･州㎝･imS･i帥砒･J㎝mals

by0価6er80ftheGeologi¢a1S皿rveyofCa皿aaa1

発行Geo1ogica1SurveyofCanada:年刊:28×21.5cm,

30p.前後(英文)(第4図)

18)Ab5tract50f巫皿19aria皿S6ie皿ti血6Lite｢at皿｢e,

Ge0109ya皿aG60gra曲y:発行Scienti丘｡information

O･ll11胆}ハ1･1･･lln山岨)Ol･･.l1皿1町､11〕11}

第3図“0ceanicAbstracts"の内容の一部

この抄録誌はカナダ地質調査所の技官が所外の学術雑

誌にあるいは単行書として発表した論文を取り扱って

いるもので110-120論文が抄録されています.抄録

は少ないもので60語程度多いもので800語前後を使っ

ており原著者自身が抄録することを立前にして編集さ

れています･索引がなく内容項目もたててなくU

DC記号も付されていませんので使い難いかと思われ

ます･この抄録誌の出版目的が広報という観点から理

解し難いのはそのためかも知れません由

第4図�
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第5図(8〕の分類項目

20)臨r仙ScienceAbst胴6ts:発行Geo1ogica1Survey

ofPapuaNewGuinea:不定期刊:30×21cm,180P.前

後(英文)(第6図)

1976年3月12目受入の“EarthScienceAbstracte1972

-73"で言いますとこの抄録誌はG.S.PapuaNew

GuineaのMemoirの4とたっていて第7図に示すよ

うな領域分類のもとに整理されています.タイプオ

フセット印刷であることはともかくも行間が狭くて読

み難いでしょうがニュｰ･ギニア島の地球科学文献に

限った抄録誌としてユニ』ク柱ものと思われます.一

論文当りの抄録語数で多いのは1,000語に及び著者自

身が抄録している場合が圧倒的に多いようです.在お

著者別と研究対象別の索引もあって利用には便利です.

第6図

第7図“EarthScienceAbstracts1972-73"の目次�
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21)Ko鵬anSoient冊6Ab銚r與｡t8:発行KoreaSc1禦1一舶｡

&Techno1ogica1InformationCenter:隔月刊1郷幻§

cm,60p､前後(英文)(第6図)

この抄録誌は研究対象が韓国やその国土に関する文献

を扱っているのでなく韓国人が行なった研究もしくは

韓国人が加って外国人と共同で行なった研究の発表論文

を抄録したものです.1951年3月4目受入の洲王疽7,

No.6でみると抄録論文総数は147そのうち圭慨沁

Science"関係は4論文にすぎません.抄録語数は多い

もので500語程度です.各巻のNo.6に総索引が研究

分野別の論文題名(アルファベット順)でまとめられて

います.なおEarthScience以外の分野分類項賞は

Mathe㎜aticsAstエonomyPhysicsChemistryBio王ogy

���浩�特♥�祭�����漱�祐��慣�

���慣漱��散����湧楮�物湧���爀

���敲楮��捴物��湧楮�物湧♥�捴���

M三ningengineeringCivi1engineeringArchitecture

����摩湧�慶��捨楴散�����畴�����

neering&astronauticsAgricu1tuエe&forestryAnima1

husbandryFisheriesChemica1industryFoodsci･

enceMeta11u工gyTexti1eindustryと荏っています.

これだけの項目を1誌にとり上げることはともかく1国

人だけの論文を抄録する方式は感心できません.むし

ろ前記20)の方が扱い方としても優っているように思わ

れます.

22)A皿alytic釧Abstra6t8:発行TheChemica1Society,

U.S.A.:月刊:25x17cm,70-80p.(英文)(第8図)

分析生化学分析薬品化学分析食品化学分析農葵

化学分析気体化学分析流体化学分桝分析披術1分

析機器に関する世界の研究論文(雑誌･単行本)を取り

扱っており本年で第30巻に入っています.1号分の

抄録論文数は600前後抄録語数は最大250語程度で目

本人の論文も多く採用されていますが冒本語で書かれ

牟論文よりも英文で書かれたものの方が多くとり上げま1｡

れるようです.目本語原文の抄録依頼に対して応じ難

い状況にあるのでしょうか.なお索引(項目･著背

別)は巻末すなわち各巻のNo.12にまとめられ各

号ごとに付されてはいま世ん.

23)C飯竃㎜i6釧Abstrac佃:Physica】教ndana1ytic夏王cヱ撚呈至〕…_

strysections:発行Americanchemica1society:l1篇週刊

:28,5x21cm,30ト350p.(英文)(第8図)

いわゆる“ケミアブ"です.すでに巻を重ねて84巻と

名実ともに副題の言う“Keytothewor1d'schemica1

1iterature"になっている世界に冠たる抄録誌と言っても

言いすぎではないでしょう.1昨年まではChe皿ica1

Abstracts総合版が入っていましたが予算の都合で標

記SeCtiOnだけ購入しているのが現状です.抄録論文

数は1号で4,500-5,000多くは採録語数が200語程度

ですがときには400語という場合もあります.何と

言ってもこの抄録誌は抄録文献の豊富なこと(年間12-

13万)索引カミ整っていて使いやすいこと抄録スピｰ

ドが早いこと(原著発表後おそくとも6ヶ月通常は4.

ヶ月)を身上とし次次回の便りでお話するつもりのソ

連の抄録誌“PeΦepaTHBH嚇XypHa∬"に迫るものと言

この抄録誌は一般分析化学無機化学分析有機化学

第8図
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策9図

をとら狂いで論文題目著者雑誌巻･号｡

頁だけ並べてある場合がきわめて多く抄録

されている場合も単行書では詳しいのに雑

誌掲載論文では数10語から数語ときわめて簡

単にしか抄録されていないということです.

したがってどちらかと言えば文献目録誌と

いう印象が強いものです.とくにTeimは

全くの目録誌といった方が正確でしょう.

25)Zent胸1M挑tf肚迦三㎜e蝸1ogie:Tei1I

mdTei1II:発行E.Schwei2e工bart'sche

Ver1agsbuchhand1ung(Stuttgart):隔月刊:

24x16cm,200P.前後(Tei1I)と100P前

後(Tei1II)(独･英文)(第9図)

えます.狂お論文内容の領域は第1表に掲げた通り

一般物理化学など16に分けられています.

24)Zentra]blattf血rGeologie皿皿aPa1色｡ntologie:

Tei1I.mdTei1II:発行E.Schweize工ba工t'scheVe工1a-

gsbuchhandユung(Stuttgart):隔月刊:24×16c㎜,300p.

前後(Tei1I)と50P.前後(Tei1II)(独文)(第9図)

この抄録誌はTei1とTei1IIの2分冊で構成され

Tei1Iは一般地質李応用地質学(土木地質学)広域

地質学地史学関係の文献をTei1IIは古生物関係の文

献を取り扱い原著の雑誌･単行書の発行地は凡世界的

ですがもっとも多いのは西ドイツのものです.今まで

紹介してきた抄録誌とはいささか異なってv'る点は抄録

24)の場合と違ってこの抄録誌は抄録誌としての内

容がよく整完られています.Tei1Iは結晶学と鉱物学

Tei1IIは岩石学工業鉱物学地球化学鉱床学の領

域に属する文献(雑誌掲載のものと単行書)を世界に求

めて抄録してあります.抄録論文数は年間でそれぞれ

3,600-4,000と1,800-2,000抄録語数は多くが150語

前後とくに詳しいもので300語前後カミ便われています.

採録論文についても24)と違ってとくに酉ドイツの

発行物が多いということはありません.また抄録に使

用している言葉も独文に限られずむしろ英文の方が独

文より少し多く用いられているようにみえます.同じ

出版社から出ている24)やこの抄録誌なのにまた編

集の違いの目立つこと.実物で比較してみると興の

つきたいものがあります.(つづく)

1新刊紹介=

新版鉱床地質学

モスクワ大学地質学教室スミノレノフ教授の名著｢鉱床地質

学｣が全訳されて広く学界に紹介され愛読されすでに11牢

を経た.スミルノフ数授は学問の進展に絶えず対応して鉱床

の研究を進め今回内容を全面的に書き改め第2版を出版され

た.これはその全訳である.

第1の特徴はソ連だけでなく全世界の重要な研究成果を

系統的にとりまとめ未解決の課題を浮きぼりにしていること

である.理論分野と実験分野とを問わず現在の世界の鉱床

に関する知識の到達点を明らかにしている.

第2の特徴はこれがモスクワ大学におけるスミノレノフ教授

の講義録に基づいたものであり現在ソ連における大学での鉱

床学講義の基礎にすえられしたがってバランスがよくとれて

いるという点である.わが国における鉱床地質学教育ひ

いては地学教育に資する面カミ大きく教育者･学生の別荏く

研究に値する内容をもっている.

第3の特徴は鉱床の生成条件を地質学と物理化学の両面か

1王･拷察し雨繭の棉亙関係を明らかにする努力添泳さ虹でいる

という一叙である.葦)が属での鉱床成因論の正確な根拠に嚢づ

けされた正確な論理巌剛はる発展を期する上で大いに参拷

になろう､

第4の特徴は初版¢)15章構成にアルビダイトｰグライゼン

鉱床と含銅硫化鉄鉱鉱床夢)2章が加えられ他の章で達)図版の

変更内森の修正1補強が放窓れている､

第5は1ヨ本の鉱床学分竪沙研究成銀が高く絆価されている品

以上は原著のすぐれた特徴であるが套1本語脚こ柵･ては

索引を鉱床タイプ鉱床塙鉱石タイプ鉱石構造1線織鉱

物名允索名を拙欄し1コシア語英語を対照させておリ非

常に便利である出

ヴェｰ･イｰ･スりりフ著渡辺武男監訳津本1災鍔詠

発行(株)ララ㌧け〒162菓京都新宿区払方町15-9

留(03)267-2561

発売元丸繋餓式会杖A5判859頁8,500円�


